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日時：６月８日（土）14:0020:00ع
場所：法政大学 市谷田町校舎 マルチメディアホール

■ ਗያ市ড়྆উটॢছ/14:0018:00ع
１）セミナー 講師：岡本哲志(法政大学教授) 

外濠のไ生を、地形厬卅や中世期の都市構造、江叐城拌挑の観点などから卆説した。
２）まちあるき 坂と石垣のまち「市ヶ谷」

「坂」「石垣」「緑」を中心に、外濠周辺(市ヶ谷)に残された歴史の痕跡を７つの
グループに分かれて散策した。

■ ઐভ/18:0020:00ع 
プログラ厖വ後、地域にお住まいの方、企業にお勤めの方、大学教員、学生など
様رなয়場の方の意ৄ卦換の場として卦及会を開催した。

【１】 実施概要

実施要項

参加状況

■ セミナー・まちあるき
参加者：66名（内学生スタッフ16名）

■ 卦及会
参加者：46名

スタッフ・匞ৡ者

■ 外濠市ড়纈実ষ卑員会
法政大学：陣内秀信教授、福井恒明教授

高道昌志院生、小松妙子教育技術員、飯田裕磨院生
DNP ：น田匄๒、៑田ౘ司、滝川໙卂

■ 匞ৡ
法政大学：セミナー講師 岡本哲志教授

説明員 まちあるきサポート：法政大学院生
エコ地域デザイン研究所

DNP ：ソーシャルイノベーション研究所
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開催時間：14:0014:20ع 法政大学エコ地域デザイン研究所所শ 陣内秀信教授より冒頭挨拶
14:50ع14:20 法政大学デザイン工学部 岡本哲志教授 講演
15:00ع14:50 休憩
15:20ع15:00 まちあるき説明、グループ分け、順次まちあるきに出発 勺ষ：高道院生
司会：滝川（DNP）

場 所：法政大学 市谷田町校舎マルチメディアホール

【2】 セミナー

実施要項

セミナーの様子

陣内教授 冒頭挨拶

岡本教授 レクチャー

まちあるき出য়の様子
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■縄文時代の関東、現在よりも水位が78عmほど
上昇していた。現在の谷地に当たるところが入江
になっている。
■厦叉は内ಮ部から沿部に勺出してきて、縄文
後期に水位が低下すると、神田川周辺は農耕地に
なったと考えられる。

セミナー要旨

■徳川家康が入府した時の都市骨格。太田道灌時
代に匊川の付け౹えがষわれて以来大きな拋匓工
事はষわれていなかった。
■東压勾はఖ川や入江が拌౪となっていたが、勽
側は武挏台地が江叐城までつながり、拌挑面で
のೃ挡があった。

■江叐城の整備はまず縒卞によるৱ౫の卞ဦを目
的に整備された。
■勽側は台地であり事項的な開చや拋ాがなされ
た。
■江叐城外濠は自然の地形と人口的な拋匓が匧画
的に組み合わされている。
■これをৄると当時は現在の内Ꮁが外濠で本掆の
周りが内Ꮁであったようにもৄえる。

■玉川上水は1654ফに成、捡谷大匓叐からพ
ᒳとなり、江叐城本掆に通じるルートと真田濠、
弁慶濠に通じるルートに別れる。
■大名屋敷への飲厄水の卾৳だけでなく、庭園の
池の水などにも匏用された。
■水位調節用の吐水口も設けられ、排出口の真田
濠は水濠であった。
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開催時間：15:0015:15ع まちあるき説明
15:30ع15:00 グループ分け、順次まちあるきに出য়
18:00ع15:30 まちあるき

場所：浄瑠璃坂、モンマルトル風階段、新ৄဟ拼、観光専門学校、逢坂、組屋敷、শభ捇谷、定火消屋敷
市谷น岡捺๓、市谷ৄဟ拼

【3】 まちあるき

実施要項

グループ構成

まちあるきコース

■ ৄ所スポット
・市谷น岡捺๓厳
・市ヶ谷ৄဟ石垣
・新ৄဟ拼
・観光専門学校
・শభ捇谷
・定火消屋敷
・浄瑠璃坂
・モンマルトル風階段
・逢坂
・組屋敷

ルートno 説明員 サポート1 サポート2 人数(スタッフ含む)
ルート1 ၕ 　ৄਮ (法政大学M1) 詫馬　直人 (法政大学M2) 9
ルート2 小田　夏美 (法政大学M2) 榎本 直生 (法政大学M2) 山口 亜弓 (法政大学B4) 9
ルート3 廣田　幸司 (DNP) 蔦川　亜美 (法政大学M2)   ৄ୬ (法政大学B4) 8
ルート4 小松　妙子 (法政大学教育技術員) 小ຖਉ　ྒྷ ఱ (法政大学M1) 10
ルート5 น田　ਮ๒ (DNP) 奥富　小夏 (法政大学M2) 平山　望 (法政大学M1) 10
ルート6 সદ　ቮৈ (法政大学D1) 山口　みなみ (法政大学M2) 10
ルート7 飯田　裕磨 (法政大学M1) 越渡　倭真 (法政大学M1) 8



6

■ 市ヶ谷น岡捺๓厳
市ヶ谷捺๓は太田道灌によって建য়され、繘ెফ間に今の地に挔された。この辺りは周辺でもっともఏ高の
高い場所で、地形を匏用しながら遊ষの場を形成していった。そのዖわいは明治に入っても変わることなく、
周辺の屋敷街の住人にとっても普段の散歩道や、縁日に出かけたり外濠地域にとって欠かせない生活の舞台
だった。市ヶ谷捺๓は外濠という水辺の風光明ᜮなষ掱地であった。

■ 市ヶ谷ৄဟ石垣
市ヶ谷ৄဟは江叐城三厝౽ৄဟのひとつで、勞大の纡ৡは石垣である。この拼に築かれた石垣はほऻ当時の
ままの姿で現存している。石垣のひとつひとつには紋が彫られているが、これは普請を担当した家臣たちが
自らの功ౚを卨明するためにമんだもの。もう一つ挅目するのが、その拼が市ヶ谷濠と新ৄဟ濠の水位を調
整するダとして機能している点である。自然の地形を匏用しながら水をやかに調整する历れた治水技術
が却われている。挒拓道挢である၃ব通りとして今も却われているところに、外濠のኂみがある。

まちあるきの様子
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■ 新ৄဟ拼
江叐城には36ᆽ所のৄつけがあったと言われているが、新ৄဟ拼はその中に捋まれていない。新ৄဟ拼は
明治期につくられた新しい構造物で、ৄဟと言いながら石垣が全く却用されていないৄဟ風の拋拼である。
城を捿るためには掄ৡ入৽挢を匬らすことが有効であるが、拌挑の必要がなくなった時代においてはか
えって勘都合である。そのため外濠の卦通を匳ఒする目的で繳けられることになる。

■ 観光専門学校
この場所は勽側の高台部分と東側の低地からなる街区の構成を持ち、江叐時代まで別の屋敷地として匏用さ
れていた。明治匘ফ政府から下ᇿされたಮ拚拚人の谷城の繋挭が戦前まで建っており、右下図は庭園の池
の部分に当たる。明治拢ころから段階的に高台部分の拋地を勚千し、屋敷のಟ屋を高台に挔転、低地部は
家として匏用される。その時のಟ屋へのアプローチであった階段が敷地内に残され当時の様子を捱えている。
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■ শభ捇谷
শభ捇谷は外濠に向かってൊ缁するഗの一部を側面からえぐり勚ったような谷地で、外濠周辺の地形を友面
としてৄられる厣ඉ的な場所である。武家屋敷として開発するために匊らな拋地を造成する必要がある。明
治以ఋは武家屋敷の庭やお捇の挌内などそれまで匏用されていなかった拋地も住挭のために造成する必要が
出てきた。ここの石垣は下の部分から江叐、明治、大匁期のものと掙定でき、それらがミルフィーঘ状に匤
なっている。

■ 定火消屋敷
定火消は明Ⴂの大火のโফに卿まったొ府卟ლの火消し厦卄で、この場所はその屋敷があった場所である。
定火消は周囲に眺捬のきく高台に設けられる。このような機能的捆য়地は明治以ఋの外濠周辺での屋敷開発
における৶挹的厬卅として匂きಲがれる。目地の実業家近卸ᆛ匊はこの地にᇨ掱部ැ用自繋のチューダー様
式の洋館を建設した。各時代での場所の意味や機能が転換されながらも、アプローチや建物の構成、地形と
の関係といった空間の募৶は現在でもよく匃けಲがれている。
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■ 浄瑠璃坂
江叐三大仇討ちの一つ「浄瑠璃坂の仇討」は、この坂上の鷹匠頭 叐田捉の屋敷で招こった。この坂は
他の外濠周辺の坂と౮なり、外濠に向かってき出した台地の捕捏部分にあたり、また卟拓的であることか
ら、開けた印拺を拜える。江叐から明治、現代にඹるまで多くの෩名人が屋敷を構え、門ვが連なる様子や
緑に囲まれたお屋敷建築の様子は今もほとんど変わらない。

■ モンマルトル風階段
この街区は江叐時代まで缁面地を中心に高台部分と低地部分に华分厎されており、压勾にশく外濠までఋり
ていくには大きく迂回しなくてはならない構造を持っていた。自然地形を読み込みながら開発されたこと、
拌౪を考ൟして匧画されたことがその大きな要である。明治になり回遊性とか通ষが匤要拹されるように
なると、外濠へのショートカットがつくられた。このモンマルトル風階段も明治期に階段を通して外濠へ通
じる拗拓となり、厥側に挭地も開発された。
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■ 逢坂
自然地形を匏用して造成された外濠周辺には、濠に向かってൊ缁する坂道がষくつもあり、中でも逢坂は中
世から存在する坂道である。この周辺はもともと武家屋敷であり、坂道にそって連なる屋敷から坂下の外濠
の水面が垣間ৄえるという光拲が広がり、高台という地形を匏用して眺捬を掱しिということがかつてはし
ばしばষわれていた。この水と緑の坂道が外濠の住ড়に普段の道として匏用され、いつもその拹化には外濠
が映っていた。

■ 組屋敷
江叐時代下揁武厨は叓厯に応じて細かく組みに別れており、その組ओとにまとまって住んでいた。組屋敷は
中ఙに街挢を通しその厥側に2030ع叐くらいずつの屋敷がధんでいた。それझれ間口10間前後、ൔষ20間
前後という厶格が設けられた、匧画的に造成された住挭街である。市谷周辺は台地上であるため招が厮な
く、地形的な厬卅を考ൟして造成されている。この卟拓が街挢であり、厮しᐄんでいるところは中世のฟ込
城の空堀の跡と言われている。
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開催時間：18:0020:00ع
場 所：法政大学 市谷田町校舎B1カフェテラス
参加人数：46名 （有厄 36名、無厄 10名）
司会勺ষ：法政大学 デザイン工学部 福井教授

【4】 交流会

実施要項

卦及会の様子

陣内教授 挨拶 福井会শ（神掱坂叏又街）综౬の音頭

福井教授 挨拶 卌挡挼
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■ 外濠市ড়纈紹介リーフレット
仕様：A4版巻3つ折り 用紙:コート 46/90kg
部数：1,000部
用途：外濠市ড়纈の紹介、設য়ະ旨、活動概要など

【５】 制作物

印刷物

■ 外濠市ড়纈第1回まちあるきガイド
仕様：A4版巻3つ折り 用紙：コピー用紙 上質 46/55kg
部数：オンデマンド、PDFよりカラー出ৡ
用途：第1回まちあるきの手元用ガイドリーフ、まちあるきスポットの紹介
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■ 外濠市ড়纈第1回イベント告知チラシ
仕様：A4版 用紙：コピー用紙 上質 46/55kg
部数：オンデマンド、PDFよりカラー出ৡ
用途：イベント告知のばらまき用チラシ

■ 説明用紙芝居
仕様：スケッチブックにA3版カラー出ৡをൠ繢挄厥面テープでቦり付け
部数：7冊
用途：まちあるきで、説明員が参加に掲示してスポットの説明

■ まちあるきコース地図
仕様：A4版 7コース毎に各1種
部数：7枚
用途：まちあるき説明員用にコースのルート説明

説明用ツール
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Facebook状況

500

745人

■「外濠市ড়纈」サイトへのアクセス状況
いいね 72人：ৄている人のタイラインに勖示
リーチ 745人：ページをৄている人の一日のభस人数

■告知媒体として一定の効果があったとかんがえられる。

Facebook ページ

■「外濠市ড়纈」紹介のためのサイト開設 ■第１回イベント告知のためのサイト開設



15【6】 収支報告

外濠市ড়纈 まちあるき縨捧会 予算（匽）

収入
費目 単価 数挪 স厀 備考

会費 2,000 36 72,000

支出
オードブル 37,200 1 37,200 ぐるなび ハピデリ
飲物 24,054 1 24,054 カクヤス
ソフトドリンク、氷 1,324 1 1,324 ファミリーマート
コップ、紙皿 525 1 525 ダイソー
追加ビール、コップ 4,155 1 4,155 ファミリーマート

67,258
収支決算 4,742

第０回キックオフイベント繰越 22,710
外濠市ড়纈紹介リーフ印刷費 ▲ 6,500
第１回厖വ後 残高 20,952



16【7】 アンケート

Q回収：19部

【回答まとめ】
Q:外濠に対するイメージ(従前)

→ႝい、緑、ຂなど、よくも捰くも挳挌面のイメージが匪ষ。

Q:外濠に対するイメージ(従後)
→縄文からの歴史的連続性、あるいは神田川とのネットワークなど、外濠を

東京という広がりのなかで捉えることができるようになった。

Q:市ড়纈の拖い点、匳ఒ点
→１０人ౣ成はちॆうど拖い。紙芝居方式も拖い。

紙芝居を配ってほしかった。
名ైをつけて歩くのは勴Ⴅずかしい。ฏฆやバッジが拖いのでは。
説明者が質問に答えられない。事前打ち合わせを徹底。
トランシーバの音が小さい。
セミナーをもっと聞きたかった。

Q:実ষしてほしい企画
→同じような内容で内堀も聞いてみたい。

外濠沿いの公園群が面白そう。
まちあるきの後で、「まとめ」卆説があっても拖いのでは。
生態系についてのセミナーが聞きたい。
外濠クイズ、外濠の写真展
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3、あなたと外濠について教えて下さい（複数回答可）。
近くに住んでいる 3
近くに住んでいたことがある 4
近くに通勤・通学している 10
近くに通勤・通学していたことがある 7
近くで事業を営んでいる 1
飲食・買い物・遊びなどで付近に来ることがある 3
今まであまり関わりがなかった 0
その他 1

エコ研の活動で関わっている
無回答 0

4、外濠市ড়纈を挬でお知りになりましたか（複数回答可）。
Facebook 2
パンフレット 1
関係者（外濠市ড়纈実ষ卑員・スタッフ）から 12
知人（関係者以外）から 3
その他 2

エコ研の活動で関わっている
無回答 1

5、参加を決められた৶厩を教えて下さい（複数回答可）。
外濠に関心がある 10
セミナー内容・講師に興味を持った 8
まちあるきに興味を持った 8
他の参加者との意ৄ卦換に興味を持った 4
その他 2

主催側のつもり、地元なので、Personal reference
無回答 1

6、次回以ఋの外濠市ড়纈に参加してみたいと卩いますかء
ぜひ参加したい 8
予定が合えば参加したい 10
まだ分からない 0
参加しない 0
その他 0
無回答 1
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■ 全体を通して
・第１回目としてはまずまずの成功
・もっと多くのステークホルダに参加してもらう工夫が必要

企業、地域住ড়
・東京৶大が参加してくれたのは拖かった

■ セミナー
・備厍の拻৶や匂きಲऍで、叓厎を明卾にする

カメラ、AV機捙、配ഘৱ厄など
・まちあるきとの相関性をもっと持たせたほうがいい
・質疑応答の時間があったほうがいい

■ まちあるき
・紙芝居方式は概ね高評価
・説明文はポイントを絞って3点ぐらいの方がわかりやすい
・説明員スタッフの事前の勮勘拒
・説明員が説明できない分、参加者が説明をしてその場でコミュニケーションが出来た

■ 広報・広告
・リーフレットの発刊がもっと早ければ
・イベント告知用のチラシは有効であった 印刷物も必要
・Facebookと口コミを組み合わせると効果が高い

■ その他
・アンケートの回収方法をきちんと決めておく
・かり物の拻৶、クローク必要ء

【8】 反省点・次回に向けて

卬匚点

次回に向けて

■ 日時：９月８日（日）14:00ع
場所：法政大学 詳細未定

■ 検討事項
・法政大学ポアゾナードタワーから外濠を眺めるような企画
・暑い時期につき、まちあるきは短く、WSなどと組み合わせる
・企業と地元の人の巻き込み方 ⇒ もっと巻き込んだほうが拖い
・ষ政への対応 ⇒ 千代田区、新宿区の広報に掲載してもらう
・縨捧会はもっとලറに ⇒ 会費1,000损২、ষきたい人はその後で


